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民生委員 と
し て、 介

護者がいる家族
に接すると、介
護する人たちの
“介護疲れ ”をよ
く耳にします。
私が就任した12
年前とは時代が
変わり、地域行

事の減少とともに地域の絆も弱まり、地域で地
域を支える体制も薄れてきています。
　田方福祉村は、介護や支援を目的とした施設
だけではなく、高齢者や障がい者に大切な “ 生
きがい ”や “ やすらぎ ”を与えてくれる施設も
存在します。ショートステイやデイサービスは
もちろんですが、介護に疲れたら、福祉のこと
でわからないことがあったら、気軽に相談でき
る場所がある。それは伊豆の国市に住む私たち
にとって心の安心どころ。これほどの施設が一
カ所に集まっている田方福祉村は、伊豆の国市
の誇れる施設の一つでもあります。
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【身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移】

【要介護認定者数】 （人）

（人）

（各年4月1日現在）

（各年10月1日現在）
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。
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れ
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平成
15年度

平成
17年度

平成
19年度

平成
21年度

平成
23年度

人口総数 50,671 50,624 50,586 50,586 50,255
身体障害者
手帳所持者数 1,633 1,689 1,663 1,675 1,661

人口総数に対する
比率 3.22％ 3.34％ 3.29％ 3.31％ 3.31％

療育手帳所持者数 212 239 235 256 261
人口総数に対する
比率 0.42％ 0.47％ 0.46％ 0.51％ 0.52％

精神障害者保健福
祉手帳所持者数 101 126 144 141 157

人口総数に対する
比率 0.20％ 0.25％ 0.28％ 0.28％ 0.31％

障がい者総数 1,946 2,054 2,042 2,072 2,079
人口総数に対する
比率 3.84％ 4.06％ 4.04％ 4.10％ 4.14％

1,614 1,647 1,673
1,742 1,790

1,893

民生委員・児童委員協議会長
菊池孝之さん

特集２
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伊豆の国市以外の人も
利用できるの？

私たちにも何かできる
ことはありますか？

田方福祉村のことを
もっと詳しく知りたい

　田方福祉村にある施設の対象

者や入所条件、定員などもっと

詳しく知りたいんだけど、どこ

へ連絡したらいいの？

何か資料はないかな？

　田方福祉村ってことは、伊豆の国

市以外の人でも利用することってで

きるの？

母が隣町に住んでいるんだけど…

　介護が必要な人や障がいを持つ人た

ちに、私たちでも何かできることはあ

りますか？少しでも彼らの力になれれ

ばと思っていますが、どうしたらよい

のかわからないんですけど…

⇒ 田方福祉村内にある施設によっては、サポー
トしてくれるボランティアを募集していると
ころもあります。また、市内には 44 の福祉
ボランティア団体があります。自分のできる
範囲で活動してみてはいかがでしょうか。
▶田方福祉村へのボランティア希望者は、直接
　施設へお問い合わせください。
▶福祉ボランティアへの問合せは
　社会福祉協議会（☎055-949-5818）へ。

⇒ 田方福祉村についてわからないことがあ
れば、『市役所障がい福祉課』へご連絡く
ださい。（大仁庁舎☎0558-76-8007）
※内容により各係へおつなぎします。

また、各施設を紹介した『ようこそ田方福
祉村』のパンフレットも用意してあります。
希望者は市役所窓口へ。

⇒ 田方福祉村は平成4年、旧大仁町が提唱
した田方福祉村構想に、当時の田方郡
の町村の協力により整備を進めてきま
した。
　 伊豆の国市単独の助成により整備され
たものもあり、市民や市外の人が利用
できる条件などは、施設により異なり
ます。

ま
祉

高齢者介護のことなら何でも OK ！

高齢者介護の専門デパート

　在宅介護から施設介護まで、高齢者介護のことな
らすべてに対応している高齢者介護の専門施設。管
理栄養士や介護
福祉士、看護士
をはじめ多職種
の専門員により、
生活を全面的に
サポートします。

特別養護老人ホーム　ぬくもりの里
☎ 0558-76-6700

栄養はもちろん、色や
形にもこだわります。
それができるのも直営
の良さを生かしている
からこそ。

栄養士・調理員
　　　　　　原田さん

“いきがい”を提供する楽しい仕事場

　主に知的・身体障がいを持つ人が、通所により生
産活動を中心に行う就労支援施設です。一人ひとりの
個性を尊重し、健康の維持、体力の増強に努めます。

就労継続支援 B型事業所　もくせい苑
☎ 0558-76-6755

一つひとつ手作りの小物

は人気の逸品。市役所や

市内イベントなどで

販売しています。

暮らしに寄り添う生活支援の場

　主に精神障がい者のための通所型施設です。相談
支援を中心に、憩いの場や就労体験の場を提供し、

誰もが地域で安心して暮らせるようサポー
トします。

　　相談支援事業所　サポートセンターゆめワーク
　　就労支援事業所　田方・ゆめワーク

☎ 0558-75-5600

安価でおいしいと評判のパン

は、市内イベントなどで販売

します。

    精神保健福祉士   高田さん

生活機能の向上を目指すリハビリテーション施設

介護老人保健施設　安寧の郷
☎ 0558-76-8100

障がい者の生活を支援する機能訓練の場

　重度の障がい者をサポートする通所型の生活支援
施設です。外部との交流を通じて社会性の習得や、
日常の生活訓練を主体とした指導や介護により生活

能力の自立・維持の支援を
行います。

生活介護事業所　あおばの家
☎ 0558-76-6702

車いすに乗ったまま入浴で

きる最新の施設は好評です。

快適に暮らすことができる安心の住まい

　日中活動を行う障がいを持つ人の夜間・休日の支
援を行っています。ケアホーム全体が障がい者に優
しい設計になっており、職員も 24時間常駐してる

ので安心して暮らせます。

共同生活介護（ケアホーム）　なぎの家
☎ 0558-77-1017

開放感ある共有スペースはみ

んなの憩いの場。※女性棟は

空き部屋あり。体験入居可。

笑顔を育むやすらぎの空間

　障がいを持った人が、自由に気軽に通える場所で
す。カラオケや習字、料理教室を通じて、交流の場、
憩いの場、仲間づくりの場を提供します。

地域活動支援センター
相談支援事業所

のんびりした雰囲気の場

所です。一緒に交流して

くれるボランティアを募

集してます。

    相談支援専門員  落合さん

村の住人である 7つの施設を紹介します。

サポートセンター絆
☎ 0558-77-1221

　医師による医学的な管理のもと、看護・介護といっ
たケアはもとより、リハビリや食事、入浴などの日
常サービスも提供しています。夜間でも安心して利

用できる施設です。
一人ひとりに合ったリハ

ビリを提供しています。

理学療法士
　　　谷川さん

特集２　『だから安心　みんなの田方福祉村』　終わり


